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新型コロナウイルス緊急対策本部・社会保障常任委員会における重点課題 

Ｒ４．４．２５ 

福  島  県 

新型コロナウイルス感染症対策 

１ 感染再拡大の防止等について 

 ①全般的な対応方針の明確化等 

➢ オミクロン株の特性に応じた保健医療体制の構築、社会経済活動の継続 

➢ これまでの感染拡大時における措置の効果や第６波の検証・分析 

 ②基本的な感染対策の再徹底と感染防止対策の強化 

➢ 家庭や教育関連施設等における基本的感染対策の徹底（国、地方、専門家等によ

るワンボイスの発信） 

➢ 具体的かつ多様な感染防止対策のメニュー化（地域の実情に応じて選択） 

 ③新たな行動制限緩和と出口戦略の検討 

➢ 局面に応じた有効な行動制限とオミクロン株の特性、ワクチン追加接種の状況等

を踏まえた行動制限緩和の検討 

➢ 新たな変異株の出現も想定した出口戦略の検討 

 

２ ワクチン接種の円滑な実施について 

 ①３回目接種の取組 

➢ 必要性や有効性、安全性等の強力かつ継続的な情報発信 

➢ １２歳以上１７歳以下の方への必要なワクチンの確保 

 ②１２歳未満の子供への接種 

➢ 科学的根拠を踏まえた、ワンボイスで発信できる分かりやすいメッセージ 

➢ かかり増し経費に対する適切な措置と接種に向けた環境づくり 

 ③４回目接種に係る早期の情報提供 

➢ 諸外国の動向や専門的知見等の収集・分析と長期的戦略に基づく政府方針の早期

提示 

 

３ 保健・医療体制の強化について 

 ①保健・医療人材の確保と保健所機能の強化 

➢ 積極的疫学調査、病床稼働等のための保健・医療人材の確保 

➢ 急速な感染拡大を想定した保健所機能の維持・強化 

 ②治療薬等の活用促進 

➢ 中和抗体薬及び経口薬の十分な量の確保と流通体制の改善 

➢ 国産ワクチンや治療薬の速やかな製造・販売に向けた重点的な開発支援等 

 ③医療提供体制の確保のための財源措置 

➢ 高齢者施設を含めた医療体制の更なる強化に向けた財政支援の拡充 

➢ 新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金の必要額の確保と弾力的運用 
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４ 事業者支援及び雇用対策について 

 ①事業者への支援 

➢ 事業者の実情に十分配慮した幅広く手厚い、大胆な経済支援、生活支援の実施 

 ②地方創生臨時交付金等の弾力的な運用と拡充 

➢ 新たな変異株による感染急拡大等も見据えた更なる財源措置と弾力的な運用 

 

５ 誰ひとり取り残さない社会の構築について 

 ①人権を守る対策 

➢ 医療従事者を始め、エッセンシャルワーカーやその家族、ワクチン未接種者等の

人権を守る対策の推進 

➢ 学びの保障や子どもたちの不安への対応 

 

 

社会保障 

１ 地域の実情を踏まえた医療提供体制の構築について 

①地域医療構想実現に向けた取組の推進 

➢ 新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた検討 

➢ 病床の機能分化・連携などに係る各医療機関での対応方針の策定や検証・見直し 

②新興感染症や大規模災害を想定した医療提供体制整備の推進 

➢ 次期医療計画に盛り込む新興感染症等への対応 

➢ 新興感染症対策や災害時医療を提供する医療機関への支援 

 

２ 医療人材の確保、医師の働き方改革について 

①医師の確保、偏在対策 

➢ 地域の実態に配慮した医師の確保 

➢ 地域・診療科偏在の解消 

（医学部臨時定員増の期間延長／臨床研修医・専攻医募集定員に係る特定地域へ 

 の集中を是正する対策／抜本的な財政支援） 

②医師の働き方改革の対応 

➢ 医療提供体制に影響を及ぼさない丁寧な改革 

➢ 医療現場、都道府県、医師会への迅速な情報提供と必要な支援 

 

３ 健康長寿社会の実現に向けた、生涯にわたる健康づくりの推進について 

①生活習慣病予防対策の更なる推進 

➢ 社会全体での健康意識の醸成 

➢ 受動喫煙防止対策 

➢ がん検診・特定健診受診率向上 

②地域包括ケアシステムの深化 

➢ 在宅医療・介護連携の推進 


